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高機能特殊増粘剤

「ビスコトップ」の開発

第49回 日本化学工業協会技術賞 技術特別賞

花 王 株 式 会 社



４つの事業分野と主な製品
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ビューティケア分野 ヒューマンヘルスケア分野

ファブリック＆ホームケア分野 ケミカル分野

暮らしに身近な製品から工業用製品まで、
幅広い製品をお届けしています。
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暮らしを変えた花王製品

清潔から美、健康、環境へ。
分野を広げながら革新的な製品をつくり続けています。

1982年
基礎化粧品シリーズ

「花王ソフィーナ」

1983年

ベビー用紙おむつ「メリーズ」

1983年

炭酸ガスの入浴剤「バブ」

1987年

コンパクト洗剤「アタック」

1994年
住居用掃除用具

「クイックルワイパー」

1994年
アイロン用仕上げ剤

「スムーザー」

1996年
小鼻の角栓をとる

「ビオレ 毛穴すっきりパック」

2003年

「ヘルシア緑茶」
（特定保健用食品）

2003年
新ヘアケアブランド

「アジエンス」

2005年
蒸気が出る温熱シート

「めぐりズム」
蒸気温熱パワー 一般医療機器〉

2008年
泡で染める新発想の白髪染め

「ブローネ 泡カラー」

2009年

衣料用超コンパクト液体洗剤「アタックNeo」

2011年

柔軟仕上げ剤「フレア フレグランス」

洗浄、乳化、吸着、分散、、、 「界面活性剤」 が基盤技術
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界面活性剤の会合体

a ：4πl2=Ns
V：4/3・πl3=Nv

= 1/3l･s
v界面活性剤定数 ＝

s (cm)

v (cm3)

l (cm)

l･s
v

球状ミセル

a  ：L1L2=Ns
V ：L1L2l=Nv

= 1 l･s
v

ラメラ構造 ひも状ミセル

a ：4πlL=Ns
V：πl2L=Nv

= 1/2l･s
v

（Pp）
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ひも状ミセル

研究開発の着眼点

ひも状ミセル

セルロース系
ポリマー

5%水溶液

G’に平坦部

＜応用例＞
・配管抵抗低減剤
・濃厚化剤
・基礎研究

⇒水溶液系

＝弾力がある

＝弾力が無い
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研究例／応用例無し！

スラリー系

スラリーの分離を解消？

分離状態



（CaO）3・SiO2
（エーライト）

（CaO）2・SiO2
（ビーライト）

4H2O
（水）

（CaO）2・SiO2 ・H2O
CaO・SiO2 ・H2O

（水和物）

2Ca（OH）2
水酸化 ｶﾙｼｳﾑ

→ 強固な水和化合物をつくる（コンクリート）

金属イオン濃度 (mmol/l)
K+ Na+ Ca2+ SO4

2- OH- Cl-
pH

213 85 18 92 140 5 13

＜セメント水の液相組成＞

セメントスラリーの特徴

◆ セメントと水の反応

非常に高いｐＨ、ｲｵﾝ強度⇒ 薬剤には 過酷な系

ｲｵﾝ強度

444
(mmol/l)

密度：3.16 g/cm3
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水溶液粘度[mPa･s]

KBr＋ 臭化化合物

＋ アニオン性
芳香族化合物

1.5%aq.

3.3%aq.

1.5%aq.

イオン交換水

pH13
無機塩0.4M＜

強電解質系でも高い粘弾性を発現

＋ アニオン性
脂肪族化合物

4級アンモニウム塩＋アニオン性芳香族

SO3Na

Alkyl trimethyl ammonium salt
（R：C16≦ ）

SO3NaCH3

N CH3 Cl

CH3

CH3

p-トルエンスルホン酸Na

ヘキサンスルホン酸Na

臭化カリウム

0 1000500 1500

ひも状ミセルの比較
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セメントスラリー
＋

ひも状ミセル

ひも状ミセルを添加したスラリーの挙動

ひも状ミセル＋スラリー ⇒ オリジナル技術

水に分散してしまう
→×
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基礎研究（学術的な成果）

【論文投稿（発表）】
○学術学会：ﾚｵﾛｼﾞｰ学会、ｺﾛｲﾄﾞ討論会、ﾎﾟﾘﾏｰ材料ﾌｫｰﾗﾑ（高分子学会主催）、BCSJ（日本化学会）等
○業界学会：ｾﾒﾝﾄ技術大会、ＪＣＩ（ｺﾝｸﾘｰﾄ工学会）、第8回ACI/CANMET国際会議 等

紐状ﾐｾﾙ形成機構：系統的な構造の相違
「ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ」＋｢成長度」＋「Log P」

レオロジー物性：
緩和時間の違い ⇒ パッキング密度

・機器分析（NMR／光散乱） （塩で密度 増）

N

CH3

CH3

CH3

＋

－

疎水性相互作用／カチオン-π相互作用／静電相互作用

SO3R SO3Na

CH
CH2

SO3Na

CH3

CH3

SO3Na SO3Na

CH3

SO3Na

OH

SO3Na

CH
CH3CH3

PHS BzS PTS XyS SS QS
× △ ○ ○ ○ ×（白濁）

0.01

0.1

1

10

0 5 10 15 20

アニオン濃度 [mM]

D
 自

己
拡

散
係

数
[c

㎡
/
s]

PHS

BzS

PTS

XyS SS

【得られた知見】

ｶﾁｵﾝ濃度10mM 一定
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製品名： ビスコトップ100A 製品名： ビスコトップ100B 

アルキルアリルスルホン酸塩 アルキルアンモニウム塩

◆ひも状ミセルを“セメントスラリー”へ応用

スラリーレオロジー改質剤 「ビスコトップ」

◆ひも状ミセル入りスラリーの電顕画像

セメント粒子

“網目状の構造”

ひも状ミセル

R1 N R2　・X

R3

R4

R SO3Na
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材料不分離性＋流動性＋硬化性 ⇒同時に発現！！

● 高い材料分離抵抗性･･･
◆ｽﾗﾘｰを構成する材料間：

混練水⇔粉体、骨材（砂、砂利）
◆環境要因

・水（河川、湧き水）⇒ 杭、地盤工事
・高圧（圧送、注入）⇒ 補修注入
・振動（輸送中） ⇒ 植生ｺﾝｸﾘｰﾄ

設計の自由度アップ

使用・用途の拡大

● 充填性に優れたスラリー ･･･
高い流動性と材料分離抵抗性

● 色々な水が使える･･･
真水、海水、ｾﾒﾝﾄの絞り水（ｱﾙｶﾘ性）、温泉地の水（酸性）

● 各種の無機粉体に使用可能･･･
・ｾﾒﾝﾄ ⇒ 硬化を妨げない
・ 酸化ﾁﾀﾝ、高炉ｽﾗｸﾞ、ﾌﾗｲｱｯｼｭ、炭酸ｶﾙｼｳﾑ

主な特長

ポリマーでは 流れない！

ポリマーでは 硬化しない！

ポリマーでは 使えない！
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【物件】 鉄道のトンネル
直径12m、シールド工法
※地下水の出水が１５ｔ／ｈ） ※かなり難しい！

ﾚｵﾛｼﾞｰ改質剤採用 (2004～2006年）

＜適用事例＞ 鉄道トンネルの注入材料

高いレベルで両立！

レオロジー
改質剤

従来工法
（吹付け）

水中不分離性 ◎ △

ポンプ圧送性 ○ △ ◎
流動性 ◎ ×～△ －
硬化性 ◎（18h） △（36h） ○

総合評価 ◎ △

要求性能

【ﾕｰｻﾞｰ評価】

確実・効率良い施工

×

×

既存増粘剤
（ﾒﾁﾙｾﾙﾛｰｽ）

注入材料（セメント系）
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＜適用事例＞ トンネル注入材料／斜面の補強材料

廃棄物処分場 斜面の補修･補強材料

☆国土交通省国土技術開発賞受賞
（2005年度）

鉄道トンネルの注入材料

☆国土交通省国土技術開発賞受賞
（2005年度）

推進掘削機（直径１２ｍ）

世界最高速度樹立！！（当時）

掘削部

人口湖

通常工期⇒ 40％以上 短縮
（10ヶ月⇒6ヶ月）

地方自治体： 廃棄処分場ひっ迫、早急な工事必要
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＜適用事例＞ 超長距離圧送用裏込め材料（補修）

※従来技術： 圧送距離200～500m程度

トンネル補修工事採用（2008.1～）

圧送距離 3,000 m

α液（3km）
(A:B=9:1)

β液（3km）
(A:B=1:9)

３ｋｍ 施工状況（実機試験）

☆技術のトレードオフ解消！

①3km配管内の沈降防止
⇒ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送性良好(弱い紐状ﾐｾﾙ）

②合流時の水中不分離性と充填性
⇒粘弾性発現（強い紐状ﾐｾﾙ）

α液（9:1）β液（1:9）

ひも状ミセル形成

１：１

【目的】 劣化・大地震による崩落防止 ⇒ 安全確保！（トンネル総延長63km）

空隙

合流

新幹線
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スライド

造成・地盤強化

資源開発 環境修復 物性、感触の応用

R1 N R2 ・X

R3

R4

SO3NaR

4級アンモニウム塩 芳香族スルホン酸塩

材料を
選ばない ゲル化能

充填性

無機表⾯
吸着制御

ミセル形成
制御

レオロジー
制御

活性剤
構造設計

ひも状ミセル

水中不分離

逸水防止

長距離圧送

不分離性 高速流動

材料不分離
空洞充填

好感触

ひも状ミセル技術の展開と応用
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